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研究成果の概要（和文）： 

 定型発達児やコミュニケーション障害を持つ小学生を対象に発話意図を理解する能力と関連

する脳機能を調べた．定型発達児では単文課題の一致表現，矛盾表現，物語課題の比喩表現，皮

肉表現の順に正答率は有意に低下した．コミュニケーション障害児では障害に応じて成績が有意

に異なった．近赤外分光法による脳機能の解析から、伝達意図理解の発達が「心の理論」など脳

の４種類の情報処理系の発達に関連すると考えられた． 

 
研究成果の概要（英文）： 

The ability to understand speakers’ intentions from affective speech was investigated for 

typically(normally)-developing elementary school children and those with communication disorders. 

The percent correct of intention judgment for the normally-developing children was the highest for the 

congruent single-phrases and the lowest for the incongruent narrative phrases with intermediate scores for 

the incongruent single-phrases and the narrative metaphor phrases. The children showed significantly 

different scores depending on their disorders. The results of neuro-cognitive analyses suggest that 

understanding speakers’ intentions depends on four major information processing systems in the brain 

including the mirror neuron system, the mentalizing system and linguistic inference system.  
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１．研究開始当初の背景 

話し言葉で伝達される発話意図は，表現さ
れるフレーズの論理的意味ばかりでなく言
い方や発話が行われる状況にも依存して変
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化する．たとえば「結構です」という音声表
現は言い方に応じて「満足です」から全く反
対の「不満足です」に至まで様々な伝達意図
を表現し得る．語が本来持っている辞書的意
味，論理的意味と，コミュニケーション上や
り取りされる意味とは必ずしも一致しない． 

従来，文を構成する語の辞書的意味や文構
造（文法）と文の論理的意味との関係に関し
ては多くの研究が行われてきたものの，発話
とその背後にある発話意図との関連や，意図
の適切な音声表現や理解機構に関しては必
ずしも十分な研究が行われていなかった．そ
のため，音声の特に声質も含めたプロソディ
が意図伝達に果たす機能も十分には明らか
になっていなかった．また，情報工学分野で
活発に行われている音声認識の研究などで
も，発話の背後にある意図の理解が最も困難
な課題として残されていた．さらに，自閉症
や学習障害などのコミュニケーション障害
と発話意図理解機能との関係も解明されて
いないため，発達障害児への支援や教育の上
で支障となっていた． 

 

２．研究の目的 

上記のような問題を解決するため，語ない
し文の論理的意味と話者の感情に関わる発
話意図との整合性を種々に調整した比較的
短いフレーズを用いた短文課題や、文脈のあ
る物語課題を作成し，健常児やさまざまなコ
ミュニケーション障害を持つ小学生を対象
に発話意図理解能力の発達過程を明らかに
すること、近赤外分光法（fNIRS）を用いて
発話意図理解に関わる脳機能の発達過程を
明らかにすることを目的とした． 

 

３．研究の方法 

小学生を対象に単文音声課題と物語課題
を施行した．コミュニケーションに障害を持
たない定型発達児は単文音声課題と物語課
題を，障害を持つ児は単文音声課題だけを行
った． 
 
3.1. 単文課題：定型発達過程 

単語親密度評定値が 6以上の語で幼児にな
じみの深い音声表現の中から，言語的意味が
肯定的で相手を称賛する語（褒め言葉）と，
言語的意味が否定的で相手を非難する語（責
め言葉）を各 13語選定した．女性話者 1 名
が発話した称賛，皮肉，非難，冗談の 4種類
の発話音声をディジタル録音した．すなわち，
褒め言葉を賞賛していることを伝える意図
で発話した「称賛音声」，褒め言葉を本当は
称賛していないことを伝える意図で発話し
た「皮肉音声」，責め言葉を非難しているこ
とを伝える意図で発話した「非難音声」，責
め言葉を本当は非難していないことを伝え
る意図で親しみを込めて発話した「冗談音声」

の４種類である．成人と小学生に対して予備
実験を繰り返し，成人による発話意図判断の
正答率が 100%で小学生にとって馴染みが深
い音声サンプルを，称賛，皮肉，非難，冗談
のそれぞれに対して各５発話を試験音声と
して選択した．  
言語的意味と音声表現（発話意図）が一致

する称賛と非難を「一致表現」，言語的意味
と音声表現（発話意図）が矛盾する皮肉と冗
談を「矛盾表現」と分類した． 
褒め言葉課題と責め言葉課題の２課題に分
けて検査した．褒め言葉課題では，パーソナ
ルコンピュータの画面に「ほめている，ほめ
ていない」という文字とその下にそれぞれ
「笑っている表情，怒っている表情」の顔の
画を提示した．褒め言葉（称賛音声と皮肉音
声）を１サンプルごとに提示し，「話者はほ
めているか，ほめていないか」を判断させた．  
責め言葉課題では，パーソナルコンピュータ
の画面に「おこっている，おこっていない」
という文字とその下にそれぞれ「怒っている
表情，笑っている表情」の顔の画を提示した．
責め言葉（非難音声，冗談音声）を１サンプ
ルごとに提示し，話者が「おこっているか，
おこっていないか」を判断させた．  
定型発達児の発話意図理解能力がどのよ

うに発達するかを調べた．被験者は小学校 1
年～6 年の児童 446 名（男児 225名，女児 221
名，平均年齢 8.8 歳）である．定型発達児に
対する検査においては，刺激音声を CD で再
生し，回答は押しボタンの代わりに，回答用
紙に記載された選択肢のどちらかに○をつ
ける方法で，クラスごと（約 40 名）に一斉
に行った．得られた結果から正答率（逆正弦
変換値）を求め，年齢（6～12 歳）×性別（男，
女）×表現（一致，矛盾）の 3要因分散分析
を行った．  
 
3.2. 単文課題：コミュケーション障害 
自閉症や学習障害，注意欠陥/多動性障害

などの障害によって，発話意図理解能力がど
の様な制約を受けるかを調べた．専門医によ
って確定診断を受けた障害児を対象とした． 
検査は上記の検査方法に従いパーソナル

コンピュータを用いて１名ずつ行った．正答
した場合は音でフィードバックし，誤答した
場合はフィードバック無しとした．課題の施
行順序は群間でカウンターバランスをとり，
被験者の半数は褒め言葉課題を先に，もう半
数は責め言葉課題を先に行った．練習課題を
十分に行い，課題を理解させてから本課題を
実施した．課題を最後まで実施できなかった
児のデータは解析から除外した． 
さらに，誤信念課題による「心の理論検査」

の結果に基づき，自閉症群を「通過群」，「未
通過群」，「評価不能群」の 3 グループに分類
した．「通過群」は全ての誤信念課題に正答



した群，「未通過群」はストーリーの理解は
できたが誤信念課題に誤答した群，「評価不
能群」はストーリー自体の理解が困難で，評
価できなかった群とした．誤信念課題による
「心の理論検査」を行った自閉症児の正答率
について，自閉下位群（3水準：通過群，未
通過群，評価不能群）×表現（一致，矛盾）
の 2要因の分散分析を行った． 
 
3.3. 物語課題：定型発達過程 

小枝らが提案した皮肉課題５問，比喩課題
５問からなる短い物語課題を使用した．物語
文と物語の情景を端的に示す絵を PC画面に
表示し，同時の女性に合わせて文字の色を反
転表示した．選択肢を５個示した後，研究協
力児にマウスで正解と思われる選択肢を選
んで貰った．記憶負荷を低減するために，選
択肢を選び終わるまで，物語全体を PC 画面
上に表示した． 

研究協力児は小学 1～6 年生 63 名である．
課題は 1 名ずつ個別に行った． 

皮肉課題と比喩課題の正答数を集計し，年
齢（6～12歳）と表現（皮肉，比喩）を独立
変数として分散分析を行った．また，単文課
題成績との比較も分散分析を活用して行っ
た． 
 
４．研究成果 

研究成果を纏めると以下のとおりである． 
定型発達児では単文課題の一致表現，矛盾

表現，物語課題の比喩表現，皮肉表現の順に
正答率が有意に低下した（図１、２）．文脈
情報の統合が必要な物語課題の方が短文課
題より成績が低下した．言語的意味と発話意
図とが矛盾する単文音声表現に対する自閉
症児の正答率は定型発達対象群に比べて有
意に低かった．注意欠陥/多動性障害群は対
象群と有意差が無かった．重度聴覚障害群は
自閉症群と類似の傾向を示した．近赤外分光
法による脳機能測定の結果，小学 1年生では
一致表現に比べて矛盾表現で，右背内側前頭
前野の活動が有意に増大し，小学 4年生では
左下前頭回で有意な増大が観測された．これ
らの結果から，４種類の神経機能系のうち心
の理論や言語推論機能は幼児期から小学生
前期にかけて発達し話者の意図理解機能を
豊かにしていくことが示唆された． 

以下では，短文課題と物語課題によって発
話意図（伝達意図）理解機能を検査する方法
を簡潔に示し，伝達意図理解機能とコミュニ
ケーション障害との関係に関わる研究成果
を説明する． 
 
4.1. 両課題の比較 

両課題の正答率を従属変数として，年齢
（６～１２歳）と表現（一致，矛盾，比喩，
皮肉）を独立変数として分散分析を行うと，

年齢，表現,表現と課題の交互作用が有意で
あった． 
単文課題の正答率の方が有意に高かった．

単文課題での一致表現，矛盾表現，物語課題
の比喩表現，皮肉表現の順に正答率は有意に
低下した．また，6 歳児は 7 歳以上の児のよ
り，7 歳児は 8 歳以上の児のより，有意に低
い正答率を示した． 
単文課題での定型発達児の平均正答率は

90.9%（SD=19.4）であった．正答率（逆正弦
変換値）に対して，年齢×性別×表現の 3 要
因の分散分析を行った結果，年齢の主効果が
有意で，6 歳児は 7 歳以上より，7 歳児は 8
歳以上より有意に正答率が低かった．表現の
主効果が有意で，正答率の高い順に，称賛＞
非難＞皮肉＞冗談であった．性別の主効果も
有意で，女児の正答率が男児より高かった． 
学年と表現の交互作用が有意だった．6，7歳
児では言語的意味が発話意図と一致しない
矛盾表現（皮肉，冗談）の正答率が，一致表
現（称賛，非難）に比べて有意に低いのに対
し，8 歳以上では両音声表現間に有意差はな
かった．  
物語課題では，９歳以下の低学年と 10 歳

以上の高学年間で有意な差異があり，談話音
声に対する皮肉表現，比喩表現とも，正答率
は有意に高学年の方が高かった．９歳以下の
低学年児にとって，皮肉表現の正答率はチャ
ンスレベルであった． 
 
4.2. 単文課題：コミュケーション障害の

影響 
正答率（逆正弦変換値）に対して障害群×

表現の 2 要因の分散分析を行った結果，グル
ープの主効果が有意で，定型発達群や LD・
ADHD群に比べて，自閉症群の正答率が低かっ
た．また，音声表現の主効果が有意で，矛盾
表現の正答率が一致表現より低かった． 
また，障害群と音声表現の交互作用が有意

で，自閉症群においては矛盾表現の正答率が
一致表現より低かったものの，定型発達群や
LD・ADHD群では音声表現間に有意差はなかっ
た．誤信念課題による「心の理論検査」を行
った自閉症児を「通過群」，「未通過群」，「評
価不能群」の下位群に分類し，正答率に対し
て自閉下位群×表現の 2要因の分散分析を行
った結果，自閉下位群の主効果が有意であっ
た．未通過群，評価不能群の正答率は通過群
より低かった．また，表現の主効果が有意で，
矛盾表現の正答率が一致表現より低かった． 
さらに，自閉下位群と表現の交互作用が有意
であった．一致表現に対しては自閉下位群間
に有意差はないのに対し，矛盾表現に対して
は未通過群，評価不能群の正答率が通過群に
比べて有意に低下した． 
 



 

図 1. 単文音声課題の結果．■：一致表現，

□：矛盾表現，エラーバーは標準誤差 

 

 

図 2. 物語課題の結果 

●：比喩表現，○：皮肉表現，エラーバーは

標準誤差 

 
4.3. 定型発達過程に関する考察 

単文課題，および物語課題からの発話意図
を推測する能力について発達的な変化が見
られた． 

単文課題では言語的意味が発話意図と一
致する一致表現（称賛，非難）については低
学年生でも正答率が高かった．しかし，言語
的意味が発話意図と矛盾する矛盾表現（皮肉，
冗談）の正答率は小学 1年生（6，7歳）では
一致表現より有意に低くかった．一致表現に
対しては小学１年生（６歳児）でも発話意図
を成人と共通の判断ができるので，6 歳以前
にすでに成熟していると考えられる．矛盾表
現から字義通りではない発話意図を認知す
る能力は６歳児ではまだ発達途上にあるも
のの，8 歳児では一致表現に対する認知レベ
ルに達していることが示された． 

物語課題では，９歳以下の低学年と 10 歳
以上の高学年間で有意な差異があり，皮肉表
現，比喩表現とも，正答率は有意に高学年の
方が高かった．９歳以下の低学年児にとって，
皮肉表現の正答率はチャンスレベルであっ
た． 

単文課題と物語課題の正答率を比較する
と，単文課題での一致表現，矛盾表現，物語
課題の比喩表現，皮肉表現の順に正答率は有
意に低下した．文脈のある状況とない状況，
つまり文脈が明示されている物語音声と，文
脈から切り離された単独で発話された音声
とを比較すると，単文課題での発話意図理解
の方がより困難であるという仮説は否定さ
れた． 
物語課題では文脈がもたらす手掛かりが

増えるものの，９歳以下の年代では必ずしも
発話意図理解を容易にする要因にならない
と考えられる． 
 
4.4. コミュニケーション障害に関する考察 
言語的意味と発話意図とが矛盾する音声

について，自閉症群の正答率が他の 2群より
有意に低かったことから，単文課題は自閉症
に特有の病態を反映できる課題であり，自閉
症の検出に有用である可能性が示唆された． 
発話意図が字義通りではない矛盾表現につ
いて，誤信念課題による「心の理論検査」の
未通過群は，通過群に比べて正答率が有意に
低いことが示された．このことから，従来の
誤信念課題で検査される「心の理論」を獲得
しているか否かが本課題の達成に影響する
と考えられる．本課題は，文脈のない短い音
声を用いているため状況やストーリーの理
解が不要な点，語調から話者の発話意図を推
測させる点など，誤信念課題による「心の理
論検査」とは異なるにもかかわらず，共通の
障害を検出できることが示唆された． 
また，従来の誤信念課題による「心の理論

検査」は，課題ストーリーが示す状況を理解
できてはじめて検査が可能になる．そのため，
課題ストーリーが理解できない自閉症児で
は検査ができない．誤信念課題評価不能群の
本課題の正答率は通過群に比べ低いことが
本研究で示された．また，未通過群の平均正
答率は約 30％で発話意図を字義通りの意味
に解釈する傾向が強いことも示唆された． 
本研究において，LD・ADHD 群と健常群では

正答率に有意差はみられなかった．学習障害
児や注意欠陥/多動性障害児も，対人トラブ
ルなどの社会適応性の問題を抱えることが
あるものの，今回の課題では定型発達児と有
意差のない同等な判断が可能であった．  
学習障害児において「心の理論」やその獲

得に問題があるという報告や，注意欠陥/多
動性障害児の感情理解について「心の理論」
が欠如しているという報告がある一方，学習
障害児が誤信念課題に失敗するのは，「心の
理論」の問題ではなく言語能力が制限されて
いるためであるという報告もある． 
本研究では，学習障害児や，注意欠陥/多

動性障害児，軽度知的障害児からなる「LD・
ADHD群」の正答率は健常群と有意差がないこ
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と，また自閉症群より有意に高いことが示さ
れた．このことは音声を介した発話意図理解
の障害が自閉症児にはあるものの，LD・ADHD
児では必ずしも障害を持たないことが示唆
された． 
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